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OpenStreetMap       

「自由な」地理情報データを作成・利用することを目
的とした 2004 年開始の世界規模のプロジェクト

2018 年 1 月現在  

   プロジェクトに 460 万人の登録

   毎日   5000 人が編集する

   年間  4 万人が貢献する



  

Global OSM Activity Map

2008 年からの活動の累積がどれだけあるか
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Other active regions

http://osm-activity.lukasmartinelli.ch/

http://osm-activity.lukasmartinelli.ch/


  

OpenStreetMap Japan       

  2008 年からコミュニティによる地図整備を開始

  2010 年に社団法人を設立
      普及啓発 活動
     知財権の管理や監視

  2018 年 1 月現在
         
       毎日 120-150 人が 日本各地を編集



  

OSM Japan
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コミュニティによる地図整備
● 防災マップ作りによるコミュニティ形成の取り組み

– 防災科学研究所による 
e コミュニティ・プラットフォームを活用した 
地域住民による防災マップ

● ユニバーサルデザイン（バリアフリー）マップ整備
– 地域コミュニティによる UD 取り組み

UD のまちづくり 先進事例  神戸市



  

データ整備に対する官民の参加
● カナダ統計局は、 OSM と協力して、カナダの建物

データをオープンデータとして 2020 年までに網羅
することを計画している。地元市民と連携したパイ
ロットプロジェクトで、オタワの建物データを入力。

● 世界各地で、政府機関や自治体がデータを OSM
に提供する事例が相次いでいる。



  

スタートアップ企業による利活用の動向

コミュニティデータを巡って



  

ユニバーサルデザイン応用
● 神戸市「しあわせの村」の「だれでもナビ」

– 地図整備 → アプリ整備へ



  

ツール提供、 API サービス提供
● OpenSource と OpenData を基本としたサービス
● 地図活用ツールの提供とサポートサービス

– ツールは OSS 公開にこだわる
– OSM も公開されたツールを活用してプロジェクト実施

● ルーティング、ジオコーディング API サービス

MapZen 2013 年創業
今月末、事業を停止することを発表



  

地図タイル画像配信提供
● SLA をベースとした地図タイルの配信事業
● デザインカスタマイズの提供
● 地図タイルのデザイン処理系を開発し OSS 提供
● オンライン、デスクトップのデザインツールの提供

2008 年創業 CloudMade      →    サービス終了

現在、  Maps.ME,  MapBox Inc. が主要なプレーヤー



  

Maps.ME: オフラインのスマホマップ
OpenStreetMap データをベクター化し、オフラインマップアプリとして、エンドユーザに
ユーザビリティを提供。



  

Maps.ME: HOT との提携
● Humanitarian OpenStreetMap Team ( 人道的 OSM チー

ム）と連携し、「編集機能」を実装し、提供。
● 世界のあらゆる場所で、人道活動の一貫としての

地図作成が可能になる仕組みを構築

A core component of HOT’s mission is to enable more people in 
more places to contribute to mapping the world in which they 
live.



  

MapBox: 地図品質の向上
● Github の課題管理を公開し、

コミュニティ連携しながら、
地図品質を向上

● 航空写真をベースとした
マッピング編集も自ら実施

● 道路の位置、車線、
接続問題の解消



  

AI を活用した地図整備
● Facebook は、背景地図を OSM

に切り替え
● AI を活用したタイの地図整備に

取り組んでいる



  

Facebook: AI 活用地図整備
● AI による自動的な地図情報生成にくわえて、
ボランティアによるバリデーションが行われてい
る。



  

参考： Google Maps の進化方向
● Google でも、 AI による自動的な地図情報生成が
行れている節がある。
– “Justin O’Beirne氏が、 Google マップと Apple マップを比較

し、 Google マップでは機械学習を活用して地図情報を
充実させ、ずっと先を進んでいると述べている。”

https://www.justinobeirne.com/google-maps-moat



  

AR 地図整備の取り組み
● AI マッピングを得意とするベンチャー企業 MapData を

Mapbox 社が 2017 年に買収
– 2018 年に、 AR マップ作成 SDK が登場する予定

● 2017 年、ソフトバンクが Mapbox に 1億 6400 万ドルの投資
– 自動運転車への対応
– 拡張現実・仮想現実を扱うMapbox Unity SDK を開発
– アジア・ヨーロッパのグローバル展開



  

Connected Vehicle のとりくみ
● 地図配信やルーティングを得意とした CloudMade

– OpenStreetMap創始者の Steave Coast が設立に参加
– オンライン地図で広く使われる Javascript プログラムの

Leaflet.js の開発でも知られる
● 現在は、 Connected Vehicle に特化したビジネスに移
行



  

CloudMade の指向
● AIおよび機械学習を活用した、パーソナライズされたルーティ

ング提供などを API 提供
● Connected Car から集めた位置情報を処理して、より良い地

図データを作成
● 自動車メーカや、スマートシティの課題解決のソリューションベ

ンダーを目指す



  

路上画像収集提供
● Google StreetView が著名
● Mapillary

– コミュニティベースの地理情報整備としての画像収集
– 自動画像処理を用いたビューの生成、位置連携
– 自動画像処理を用いたプライバシー処理
– 機械学習を用いた地物認識処理



  



  

Mapillary アプリ
● Andorid/Apple iPhone むけのアプリ

– ユーザやボランティアが、スマホを用いて整備に貢献
– ジオタグされた写真を大量に収集
– 360度撮影可能なカメラにも対応し、完全なストリート

ビューの実現も可能
– 同一地点のヒストリカル・ビューも提供



  

Mapillary のサービス
● OSM の地図整備に利用可能なライセンスで、

ジオタグされた画像を提供
● 自動認識された標識情報などから、より高精度の

地図整備に活用可能
● 自動運転のための、

画像認識機械学習の学習データ
として利用可能な
大量の高品質画像を販売

引用： https://legacy.mapillary.com/solutions.html



  

Mapillary の提供するデータ例

出典 https://blog.mapillary.com/product/2017/05/03/mapillary-vistas-dataset.html

130 百万枚、アノテート済、ジオタグ済
全世界、ロード画像データ



  

まとめ



  

スタートアップ企業の視線の先に
● Connected Vehicle, Smart City を実現する社会にむけ、

あらたな市場が創出されつつある
● AI （機械学習）や、画像処理を活用したインテリ

ジェントなサービス、 API 提供が鍵となる
● 地図配信用のツール提供や API サービス提供で

は、すでに差別化されない状況
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